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え　が　お
手作業や料理会は主要メンバーでいつも一生懸命される�

つねこさん。

リハビリを頑張りかなり歩けるようになりました。

時折見せてくれる笑顔に私たちスタッフの心もなごみます。

これからも元気で、また素敵な笑顔を見せてくださいね。

� 真庭地区（ゆうあい）　　山　根　寿　子
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　岡山県総合福祉会館４階大研修室にて行われました。

審議事項は、

⑴　平成24年度事業計画（案）

⑵　平成24年度収支予算（案）

⑶　一般社団法人移行に伴う定款の変更に関する件

⑷�　一般社団法人移行に係る新規則第１号

　　会費納入に関する規則の変更に関する件

以上の４議案は承認されました。

■講　師：社団法人岡山県歯科衛生士会会長　武田　明美 氏
■演　題：『健口力アップで、充実人生』～食べる楽しみいつまでも～

　食べるとは五感（目・耳・舌・鼻・皮膚）で味わっている。

　よく噛んで食べ、適度に動き、やりたいことが自分で出来る充実人生を送るためのポイント。

　そして、噛める歯を保つための手入れの仕方や唾液の働き、健口体操を学びました。

　食べると言う行為を再確認した講義でした。

平成23年度  岡山県介護福祉士会
通常総会の開催並びに一般公開講座

平成24年３月17日（土）13：00 ～ 13：55通 常 総 会

一 般 公 開 講 座 14：00 ～ 15：30

報 　告
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　岡山県総合福祉会館大研修室にて、通常総会が開催されました。

　・第１号議案　平成23年事業報告に関する件

　・第２号議案　平成23年決算報告に関する件

　・第３号議案　役員の選出に関する件

　以上の３議案について承認されました。

　会員の為の専用福利厚生制度“安心三重奏”の保険についての説明

■講　師：中国短期大学教授　川上　道子 先生
■演　題：『医療的ケアの動向について』～介護職員等による たんの吸引の研修について～

　医療行為の用語（言葉）の整理と歴史の

説明、行為に至るまでの経過、研修内容・

システム等についての説明がありました。

外付け行為（医療行為）に翻弄されないよう、

介護の専門性の理解・理念をしっかりもっ

ておきましょうと話されました。

平成24年度  社団法人岡山県介護福祉士会
通常総会並びに一般公開講座

通 常 総 会 平成24年５月18日（金）13：00 ～ 13：25

一 般 公 開 講 座 14：00 ～ 15：30

安 心 三 重 奏 説 明 13：30 ～ 13：55

報 　告
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　研修時間は講義及び演習140時間・自職場実習160時間

の計300時間で、毎月２～４日大阪まで通うというハード

な研修でしたが、北は青森から南は宮崎まで、20代～ 60

代の40名の参加がありました。認知症についての医学的・

心理的理解や私が生まれる前の認知症介護の歴史、認知症

の方を取り巻く環境やサポートネットワークについて、リ

スクマネジメント、介護過程の展開や事例検討など、内容

は多岐にわたりました。講師の方も、医師・看護師・社会

福祉士・介護福祉士、大学の教授や養成校の先生、現場で

看護や介護に携わっている方など様々で、いろんな視点か

らの認知症介護について学ぶことができました。

　平成20年に受講したファーストステップ研修同様、研

修内容はグループワーク中心で、自分たちが持ち寄った事

例についても話し合う機会が何度もありました。新たな知

識の習得よりは、現場での振り返りや今まで得た知識を補

う内容が多かったです。そしてどの講師の先生も認知症

の方である前に一人のかけがえのない人間として見る事、

BPSDといわれる行動には全て意味がある事を繰り返し話

されました。また、パーソン・センタード・ケアについて

も学びを深めました。

　この研修を受講して、私が深く心に残ったことは、認知

症ケアの専門性についてです。①認知症の基礎知識をもつ

こと②認知症ケアの理念と技法をもつこと③認知症ケアの

心（倫理観）を持つこと。そして、認知症の方が求めてい

る介護者とは、同じ人間として苦しんでいる私（認知症の

方）に気がつき、私の「世界」を理解しようとする人です。

そのような介護者になるためには、まず何よりも本人やご

家族の思いを聴く事です。この事は認知症ケアだけでなく、

介護福祉士の専門性につながるとも感じました。

　今後も、介護福祉士として介護実践を常に振り返りなが

ら、利用者さんの心に寄り添い関わっていきたいと思いま

す。

（仮称）認定専門介護福祉士（認知症）

グループホームやすらぎ荘

　　中　井　　　愛
　（高梁・総社地区）

　私は平成11年に介護福祉士となり、介護老人保健施設で10年間勤務後、現在勤務するグループホームへ異動し

ました。介護老人保健施設でも認知症介護に携わっていましたが、グループホームで利用者さんと一緒に生活を

送る毎日の中で、認知症介護について「目からウロコ」体験を多くし、また壁にもぶつかりました。認知症介護

はとても奥が深く、利用者さんやご家族の気持ちにもっと寄り添える様に基本的な事から学びたい、そしてグルー

プホームのケアの質を向上させるためにも職員に具体的な事を伝える方法を学びたいという思いから、本研修の

受講を希望しました。
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養成研修を受講して

介護老人保健施設　藤崎苑

　　山　口　浩　子
　（東備地区）

　私は、このたびの研修で次の２つの事が心に残りました。一つは、介護福祉士はケアを通して認知症の方の「中核症
状と行動・心理症状」を知ろうとする姿勢が重要であるという事。二つ目は、「介護福祉士の専門性とは何か」と幾度と
なく問われたことです。常々実践を通して「食事・入浴・排泄」等の生活支援を行うだけが介護福祉士ではないと感じ
ていました。しかし、「専門性とは」と問われると即座に言語化することができませんでした。今、改めて言語化する
ならば、日常的な生活支援を通して、一番身近にいる者として、自らの感情を統制し知識と技術を用いて、認知症の方
の心身の変化に気づく。そして、必要に応じてうまく言葉にできない思いを代弁し、チームケアの中で役割を果たす事
ではないかと考えました。介護福祉士の専門性を意識しながら、他職種との連携を図る。また、自らのケアを振り返り、
介護福祉士としてのレベルアップをしたいと思いました。

　介護福祉士の専門性を基盤として、認知症の人に対する
生活支援の介護サービスの充実を図るために、認定専門介
護福祉士（認知症）の育成を目指すものである。

①�認知症の人の尊厳を十分に理解し、尊厳を支える具体的
な介護ができる
②介護過程の展開を適切に行うことができる
　（ニーズ把握、介護計画作成、実施、評価）
③�自職場で部下や後輩に認知症とそのケアについて説明で
きる
④�自職場において認知症介護に関する問題解決ができる

　以下の３項目全てを満たしている者、又はそれと同等以
上の能力を有すると都道府県支部長が認めた者とする。
①�介護福祉士資格取得後、５年以上の実務経験を有する者
（実務経験は介護の業務とし、介護支援専門員、相談員
等の業務は含まない）
②�介護施設、認知症グループホーム、訪問介護事業所等で
日常的に認知症ケアを実践している者
③�生涯研修制度に位置付けている「ファーストステップ研修」
を修了している者又は生涯研修制度に位置付けている研
修を150時間以上（100ポイント以上）修了している者

　合計300時間　①講義及び演習　140時間（23日間）
　　　� � �　　　②自職場実習　　160時間

＊�やむを得ない事情により欠席した場合、３年以内に全科
目を修了するものとする。
� 【東京会場：全23日間】

科　　　目　　　名 時　間
認知症の人の共感的理解 12時間
認知症の人の生活の理解 12時間
認知症の人の医学的・心理的理解 12時間
認知症の人の介護の基本・原則 30時間
コミュニケーション 12時間
サポートネットワーク 12時間
介護過程の展開 24時間
職員への教育方法 ６時間
事例検討 20時間

　日本介護福祉士会会員　　　� 50,000円
　その他　　　　　　　　　　100,000円

　松下IMPビル５階 会議室Ｈ
　（大阪市中央区城見１−３−７）

　日本介護福祉士会の（仮称）認定専門介護福祉士養成委
員会において、①研修終了後認定試験②自職場実習終了後
のレポート（テーマは後日提示）によって修了認定を行い、
修了者には日本介護福祉士会会長及び（仮称）認定専門介
護福祉士養成委員会より認定証を発行する。

研修の主旨

研修のねらい

受講条件

研修時間

参 加 費

会　　場

修了認定について
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●倉敷地区〔カテゴリー：社会保障、福祉制度及び生活支援領域〕

　平成24年２月26日、ますみ荘１階ホールにて、『成年後見制度について』岡山パブリック法律相談所の新

名雅樹氏に講演して頂きました。会員27名、非会員11名の計38名の参加がありました。ケアの現場ではあま

りなじみのない制度ではありますが、今の居宅支援や、施設入所には後見人が必要になっている現状のよう

です。利用者だけでなく、自分にも近い将来関わってくる問題で、講師の「自分に何かあった時に誰があな

たの財布を管理するのでしょうか」「その人が確実に管理できるでしょうか」という言葉が印象的でした。実

際に、在宅利用の支払いなどの金銭のやり取りを、認知能力、身体能力の低下した利用者の方がどこまで自

分で出来るでしょうか。法律の内容や、手続きなどわかりやすく学ぶことができ、参加者は集中して講師の

話に耳を傾けていました。

　研修会後、講師は「今、困っている方はもっとたくさんいると思います。我慢して手を挙げない方に気づいて、

一緒に手を挙げてくれる、そんな関わりを介護の方だけでなく、みんなが出来る地域性を作っていく必要が

ある」と話され、「介護の方がいるからこの制度も成り立っている」と労いの言葉をいただき、閉会しました。

� （報告：荻野　明弘）

平成24年度　地区開催初任者研修内容

地　区 カ テ ゴ リ ー

岡　山 社会保障福祉制度及び生活支援領域（各制度のしくみの理解に関すること、施設見学等も含む）

倉　敷 障害福祉（各種リハビリ関係も含む）領域（障害者制度・ケア・障害別の介護方法の理解に関すること）

美　作 介護技術領域（新しい介護技術の習得、介護方法の見直しなど、実際的な身体介護技術に関すること）

東　備 コミュニケーション・接遇関係領域（面接技術・ケースワークなど、社会福祉援助技術に関すること）

井　笠 スキルアップ領域（職業人としての自己管理・職場管理、及び研究・論文等作成に関すること）

高梁・総社 倫理・人権領域（職業倫理・人権等に関すること）

真　庭 医療領域（高齢者の健康管理について）

新　見 認知症関連領域（認知症の理解・ケアに関すること）
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●井笠地区〔カテゴリー：コミュニケーション・接遇関係領域〕

　２月23日、笠岡市認知症介護研修センターにおいて会員15名、非会員10名、計25名の参加にて、初

任者研修会を開催しました。『職場内におけるコミュニケーション』をテーマに人材定着支援アドバイ

ザー・特定社会保険労務士　佐藤起世子氏に講演をしていただきました。コミュニケーションの基本

は正しく伝え合うこと。話すときは相手が分かりやすいように伝える、聞くときは自分の枠に当ては

めないで相手が本当に言いたいことを聴く。この基本が相互理解への近道

であり、人は自分を理解してくれる場所で力を発揮するとの事。演習を交

えての話の中、あたりまえの事がいかに難しいかを再認識しました。

� （報告：中濱　匡美）
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主旨：�この講習は、主任指導者として指導者養成講習の講師並びに介護技術講習の
指導に係る総括責任者となる者を養成する講習会です。

平成23年度
介護技術講習主任指導者講習会

開催日：２月18日（土）・２月25日（土）　　会場：美作大学

報 　告

　主任指導者と指導者間の連携の取り方、受講生へ
の指導の仕方や配慮の仕方など学ぶことができまし
た。
　しかし改めて「人に教える」ことは、大変なこと
と感じた二日間でした。介護技術そのものは、職場
において毎日やっていることなので言葉にすること
もそれほど苦ではありませんでしたが、理論の部分
（介護過程の展開）については、自分でもよくわかっ
ていない部分でもあります。それを人にわかりやす
く説明する（指導する）ことは、本当に大変だと感
じました。まず、自分が理解するための努力をして
いこうと思います。ありがとうございました。
� （旭川敬老園　　松島　智枝美）

　昨年から、技術指導委員会より、この講習を受け
るようにとの連絡があったため、覚悟を決めていま
したが、いざ、日にちが近づくと不安が増えました。
　両日とも主任指導者の指導のもと、講義や演習の
進め方、主任指導者としての心構えや指導者とのや
り取りの大切さを教わりました。自分にとって良い
学びになったと思います。
　県南で活動していると関わることのない「介護技
術講習会」だったので内容を思い出すのに苦労があ
りました。また久しぶりに行う演習、指導者や主任
指導者の前での講義・演習は非常に難しく緊張の連
続で、私の頭の中は真っ白になり、言葉がでてこな
いこともありました。
　最後になりましたが、一番辛かったのは、２月18
日の往路でした。私は、当日の天候が『大雪の恐れ』
と知り、ノーマルタイヤの車を早朝より走らせまし
た。会場に着く頃には、あたりは一面銀世界・・・。
ビビリました。
� （玉野マリンホーム　　上所　英司）

　今回の講習会では最も印象に残ったのは、主任指
導者が想像以上に多岐にわたる役割と大きな責任を
担っているということです。一指導者として、技術
講習会に関わるだけではわからなかった部分を具体
的に学びその責任の重さに圧倒されました。
　講義・演習ともに定められた内容をただ伝達する
だけでなく、受講生の状況に応じ、より理解が深ま
る方法の工夫、臨機応変な対応、各指導者との協力
関係が重要であると実感しました。また模擬授業を
やってみて、自分の陥りやすい傾向に気づく良い機
会ともなりました。
　少しずつでも自信を持って受講生の前に立つこと
ができるよう、この２日間で学んだことを改めて自
分の中で整理整頓させていきたいと思います。
� （津山広済療　　池上　房枝）

　国家試験に値する介護技術講習会を行うにあたっ
て、主任指導者の役割などを学び身が引き締まる思
いでした。
　今後も今回学んだことを後継者育成に役立てたい
と思います。
� （ライフケアセンター　　酒井　ゆう子）
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みんなの広場

ほっとステーション

ほっとステーションへの投稿をお待ちしています

平成 15年度入会：女性
Ａ１．リーダー研修：人材育成
　　　施設における実習生の円滑な受け入れの方法
Ａ２．入会の特典をもっと増やしてほしい（笑）
Ａ３．「ありがとう」と
　　　 直接本人から言ってもらえること
　　　毎日同じことがなく、変化を楽しめること

平成 23年度入会：女性
Ａ１．集団でのレクリエーション
　　　「ご飯がほしくない」といわれる方への
　　　 食事援助の方法
Ａ２．入会金が高いので安くしてほしい
　　　地区での研修会の回数を増やして下さい
Ａ３．「あんたにしてもらってよかった」と
　　　 言ってもらえたこと
　　　「あんたで良かった」と信頼されたこと

あなたの職場の様子や利用者さんとの

日々のやりとりを教えてください。

同じ“介護”で働く皆さんが共有できる、

そんな情報をお待ちしています。

Ｑ１．受けてみたい研修は？
Q２．介護福祉士会への要望・希望
Q３．介護の良さとは？
　　　仕事をしていて
　　　　　　うれしかったことは？

新会員
さんに

聞いて
みまし

た

安達　悦子� 土屋　教子

戸澤奈津子� 荻野　明弘

小林　貴子� 頓宮　美樹

中井　　愛� 小田上美保子

中濱　匡美� 山根　寿子

岡山県介護福祉士会
広報委員会

編 集 担 当

　４月11日、施設の花見が予定されていましたが、天候が悪く花見には行けず、ホールでお弁当を食べていました。テー
ブルには職員が買ってきた切り出しの桜の枝が置いてあり、「きれいなぁ～」「山桜かな？ソメイヨシノかな？」など
話が出ていました。職員が「残念でしたね」と話すと、「まぁ見たかったけど、いいわ」「花よりもいいものが食べた
い」と笑っていました。次の日、職員が何人か連れてドライブに出かけたそうで、
夕方に出勤すると、「いや～よかった！」「あんな桜初めて見た」「連れて出てくれ
てありがとなぁ」とホールで盛り上がっていました。施設の中での生活は四季を
感じることが少なく、外出など、外での活動は準備などが必要なことも多く、な
かなかできないのが現状ですが、これだけ喜んで頂けるなら少しずつでも機会を
増やしたいなとおもった矢先、「つぎはレンゲじゃ、菜の花もええな」と次の話を
しているたくましさに、少し笑ってしまいました。� 倉敷地区：荻野　明弘


